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当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 特化型 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
主としてわが国の金融商品取引所に上場(上場予
定を含みます｡)している株式に投資し、信託財産
の長期的な成長を目指して、運用を行います。 

主要投資対 象 

ハ リ ス 日 本 株 
ファンド（資産成長型） 

ハリス日本株マザーファンド
受益証券を主要投資対象とし
ます。 

ハリス日本株 
マザーファンド 

わが国の金融商品取引所に上
場（上場予定を含みます。）し
ている株式を主要投資対象と
します。 

組 入 制 限 

ハ リ ス 日 本 株 
ファンド（資産成長型） 

株式への実質投資割合には、
制限を設けません。一発行体
への実質投資割合は、信託財
産の純資産総額の15％以内と
します。外貨建資産への投資
は行いません。 

ハリス日本株 
マザーファンド 

株式への投資割合には、制限
を設けません。一発行体への
投資割合は、信託財産の純資
産総額の15％以内とします。
外貨建資産への投資は行いま
せん。 

分 配 方 針 

年1回（1月9日。休業日の場合は翌営業日）に、
配当等収益および売買益などのうちから、基準
価額水準等を勘案して分配を行う方針です。た
だし、分配対象額が少額の場合は分配を行わな
いこともあります。 
収益分配金額の決定にあたっては、複利効果に
よる信託財産の成長を目指すため、原則として
分配を極力抑制する方針とします。（基準価額水
準、市況動向等によっては変更する場合があり
ます。） 

 

●当ファンドは、特化型運用を行います。 
●特化型運用とは、一般社団法人投資信託協会規則に定める寄与度

が10%を超える、または超える可能性の高い支配的な銘柄が存在す
るものをいいます。このため、特定の銘柄への投資が集中するこ
とがあり、当該銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化などが生
じた場合には、大きな損失が発生することがあります。 

 

 
運用報告書(全体版) 

ハリス日本株ファンド

（資産成長型） 

第２期 

(決算日 2026年１月９日) 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、当ファンドは、このたび、上記の決算

を行いました。ここに、期中の運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも、一層のお引立てを賜りますようお

願い申し上げます。 
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○本報告書の表記について 

・原則として、数量、額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未満の数値については小数で表記する

場合があります。－印は、組入れ、異動などの該当がないことを示します。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 TOPIX(東証株価指数)(配当込み) 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

〔参考指数〕 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2024年１月16日 10,000 － － 4,243.56 － － － 227 

１期(2025年１月９日) 11,070 0 10.7 4,706.93 10.9 94.8 － 3,216 

２期(2026年１月９日) 13,952 0 26.0 6,196.37 31.6 96.0 － 5,469 
 

（注） 基準価額および分配金は1万口当たりの値です。 
（注） 設定日の基準価額は当初設定価額、純資産総額は当初設定元本を記載しています。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで計算しています。 
（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率を記載しています。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
（注） 参考指数は「TOPIX(東証株価指数)(配当込み)」です。TOPIX(東証株価指数)(配当込み)は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、

投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権そ
の他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。(以下同じです｡) 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 TOPIX(東証株価指数)(配当込み) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 〔参考指数〕 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年１月９日 11,070 － 4,706.93 － 94.8 － 

１月末 11,412 3.1 4,797.95 1.9 96.1 － 

２月末 11,090 0.2 4,616.34 △ 1.9 95.8 － 

３月末 11,240 1.5 4,626.52 △ 1.7 95.0 － 

４月末 11,312 2.2 4,641.96 △ 1.4 96.2 － 

５月末 11,849 7.0 4,878.83 3.7 93.1 － 

６月末 12,013 8.5 4,974.53 5.7 94.4 － 

７月末 12,459 12.5 5,132.22 9.0 95.5 － 

８月末 12,684 14.6 5,363.98 14.0 96.0 － 

９月末 12,850 16.1 5,523.68 17.4 94.0 － 

10月末 13,046 17.9 5,865.99 24.6 95.7 － 

11月末 13,499 21.9 5,949.55 26.4 95.2 － 

12月末 13,696 23.7 6,010.98 27.7 96.1 － 

(期  末)       

2026年１月９日 13,952 26.0 6,196.37 31.6 96.0 － 
 

（注） 基準価額は1万口当たりの値です。 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比で計算しています。 
（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率を記載しています。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
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◎運用経過(2025年1月10日～2026年1月9日) 

○当期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 
主な上昇要因としては、高市政権による積極的な財政出動への期待や金融緩和の継続を示唆

する姿勢、企業業績の拡大とガバナンス改革の浸透、AI(人工知能)・半導体関連の継続的な需

要、米経済のソフトランディングと利下げ、新NISAによる個人資金の流入などが挙げられます。 

主な下落要因としては、トランプ米政権による関税ショック、日銀による金融政策の正常化

(政策金利の引き上げ)、地政学的リスクの台頭、中国経済減速とレアアースなどの対日輸出規

制報道、日経平均株価が5万円に到達したことによる高値警戒感と利益確定売りなどが挙げら

れます。 
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○投資環境 
当期の国内株式市場は、米国の政権交代に伴う政策の不透明感や地政学的リスクという幾多

の荒波に揉まれながらも、国内の政治転換とAI革命の進展を追い風に、日経平均株価が史上初

の5万円台を突破する歴史的な躍進の一年となりました。 

2025年前半は、トランプ米大統領の就任に伴う関税政策への警戒が相場の重石となりました。

1月には中国のDeepSeekに対する懸念から半導体製造装置株などが売られる場面もありました

が、AI投資への根強い期待が相場を下支えしました。春先から夏にかけては、米国の相互関税

措置への懸念や中東情勢の緊迫化により乱高下する展開が続きましたが、7月の日米関税交渉

の合意を受けて自動車株を中心に上昇基調を取り戻しました。 

大きな転換点となったのは9月です。石破首相の辞任表明を機に、次期政権による財政拡大期

待が急浮上しました。10月に「積極財政・金融緩和の継続」を掲げる高市氏が自民党新総裁に

選出されると、外国人投資家を中心とした「高市トレード」が加速。日経平均株価はついに5万

円の大台を突破し、TOPIX(東証株価指数)(配当込み)とともに終値での最高値を更新しました。 

11月以降は、米エヌビディア社の好決算を受けたAI関連株の買い戻しに加え、12月の日銀に

よる追加利上げ(0.25％)を好感した銀行・保険株への資金流入が相場を牽引しました。利上げ

は本来、株価の重石となりますが、当期は日本のデフレ脱却と金融正常化への自信と受け止め

られ、バリュー株への物色が強まる結果となりました。 

2026年に入ると、新NISAによる個人マネーの流入も追い風となり、大発会から一段高の展開

となりました。1月6日には日経平均株価は一時的に過去最高値を更新。その後は利益確定売り

に押され調整する場面もありましたが、9日には再び主力株に買い戻しが入り、強気相場を維

持して当期末を迎えました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 
主要投資対象であるハリス日本株マ

ザーファンド(以下「マザーファンド」と

いいます｡)受益証券に投資することによ

り、実質的な運用をマザーファンドで

行っています。マザーファンドは主とし

てわが国の金融商品取引所に上場(上場

予定を含みます｡)している株式に厳選投

資を行い、信託財産の長期的な成長を目

指して運用を行います。 

マザーファンドの運用にあたっては、

米ハリス・アソシエイツ・エル・ピー(以

下「ハリス・アソシエイツ社」といいま

す｡)から日本株式にかかる調査・分析情

報、組入銘柄等の助言を受けています。 

期首に保有した銘柄のうち当期中に全売却したものは以下のとおりです。これらは売却目標

に達したか、ポートフォリオの価値を高める、より魅力的な銘柄を組入れるために売却したも

のです。 

 

 
（注） 業種は東証33業種分類によります。(以下同じです｡) 

 

  

  
（注） 参考指数は、期首の基準価額をもとに指数化したものです。 



品 名：90068_170515_002_03_ハリス日本株ファンド（資産成長型）_1092007.docx 

日 時：2026/2/24 19:16:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

一方、当期に新規に組入れを行った主な銘柄と概要は以下のとおりです。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クはありません。 

コメントは、基準価額と参考指数の騰落率の

対比です。基準価額は分配金再投資ベースです。 

 

 
 

  

参考指数が31.6％上昇したのに対し、基準価

額は26.0％の上昇となり、参考指数を5.6％

下回る結果となりました。銘柄選択効果およ

びファンドから控除される信託報酬等のコ

ストがマイナスの乖離要因となりました。 

個別銘柄では、テクノプロ・ホールディング

ス(サービス業)、スギホールディングス(小

売業)、富士通(電気機器)などがプラスに寄

与しましたが、オリンパス(精密機器)、

ＳＭＣ(機械)、オムロン(電気機器)などがマ

イナスに寄与しました。 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み(税込み)です。 
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○分配金 
当期の分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準などを勘案して、見送

らせていただきました。 

なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益につきましては、運用の基本方針に基づ

いて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第２期 

2025年１月10日～ 
2026年１月９日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,951   
（注） 対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益および当期の収益以外は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計した額が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 
マザーファンドへの投資により、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。ハリ

ス・アソシエイツ社は、独自の集中したファンダメンタルズ調査に基づいて、事業価値の継続

的な成長が見込まれ、かつ経営陣が実質オーナーとしての自覚を持って行動しているような企

業を探し出し、そしてその企業の持つ本質的価値から相当割安な価格で取引されている場合に

投資を行います。ポートフォリオは、厳格な基準に基づいて絞り込まれ、構築され、モニタリ

ングされています。どのような市場環境においても、投資は長期的な視野に立ち、優れたリ

ターンを得ることを目的に行われます。今後とも徹底したバリュー哲学に基づいてポートフォ

リオの運用を続けてまいります。ハリス・アソシエイツ社では、ポートフォリオは引き続き投

資魅力度の高い銘柄で構成されており、長期的に優れたリターンをご提供できるものと考えて

います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年１月10日～2026年１月９日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 220  1.793  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (135)  (1.100)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 81)  (0.660)     交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
   情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.065   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際に支払う手数料です。 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.065)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.010   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.010)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用です。 

 合 計 229   1.868    

期中の平均基準価額は、12,262円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含みます｡)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するも

のを含みます。 

（注） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含みます｡)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第3位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く｡)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(1口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は1.80％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年１月10日～2026年１月９日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ハリス日本株マザーファンド 1,653,376 2,081,000 702,761 896,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年１月10日～2026年１月９日) 

 

項 目 
当 期 

ハリス日本株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,913,776千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,512,468千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.04   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年１月10日～2026年１月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年１月９日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ハリス日本株マザーファンド 2,792,578 3,743,193 5,445,598 
 
（注） 親投資信託の当期末の受益権総口数は、8,321,745千口です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年１月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ハリス日本株マザーファンド 5,445,598 97.8 

コール・ローン等、その他 122,596 2.2 

投資信託財産総額 5,568,194 100.0 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,568,194,685   

 コール・ローン等 122,594,659   

 ハリス日本株マザーファンド(評価額) 5,445,598,011   

 未収利息 2,015   

(B) 負債 98,949,160   

 未払解約金 53,254,756   

 未払信託報酬 45,438,690   

 その他未払費用 255,714   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,469,245,525   

 元本 3,920,144,470   

 次期繰越損益金 1,549,101,055   

(D) 受益権総口数 3,920,144,470口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,952円 
 

（注） 期首元本額は2,905,081,148円、期中追加設定元本額は
2,086,862,522円、期中一部解約元本額は1,071,799,200円です。
また、１口当たり純資産額は1.3952円です。 

 

○損益の状況 (2025年１月10日～2026年１月９日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 200,354   

 受取利息 200,354   

(B) 有価証券売買損益 994,110,385   

 売買益 1,100,647,409   

 売買損 △  106,537,024   

(C) 信託報酬等 △   75,927,083   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 918,383,656   

(E) 前期繰越損益金 154,993,013   

(F) 追加信託差損益金 475,724,386   

 (配当等相当額) (    141,554,827)  

 (売買損益相当額) (    334,169,559)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,549,101,055   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,549,101,055   

 追加信託差損益金 475,724,386   

 (配当等相当額) (    144,136,785)  

 (売買損益相当額) (    331,587,601)  

 分配準備積立金 1,073,376,669   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） 信託財産の運用に係る助言を受けるために要した費用として、

ハリス・アソシエイツ社への助言報酬を信託報酬等の中から支
弁しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設
定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 
（注） 収益分配金の計算過程  

項 目 当 期 

(a) 配当等収益(経費控除後) 85,386,782円  

(b) 有価証券売買等損益(経費控除後) 832,996,874円  

(c) 収益調整金 475,724,386円  

(d) 分配準備積立金 154,993,013円  

(e) 分配対象額(a＋b＋c＋d) 1,549,101,055円  

 (１万口当たり分配対象額) (3,951円) 

(f) 収益分配金 0円  

 (１万口当たり収益分配金) (0円) 

 

○お知らせ  

・「投資信託及び投資法人に関する法律」第14条の改正に伴い、投資信託約款の記載変更を行いました。(2025

年4月1日) 

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面

交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を

図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋がるものと捉え

ております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまいります。 
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